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 志・感動・笑顔 ３つの「あ」を大事に 

～あきらめない ありがとう あいさつ～ 
楯岡小学校だより № 

令和５年４月２２日（土） 
【文責:校長 井上敏春】 

楯岡小 Web ページ 
☛ＱＲコードから 
バックナンバーも 
ご覧ください。 

本日はＰＴＡ総会、授業参観、学年・学級懇談会においでいただき誠にありがとうご

ざいます。日頃より本校の教育活動に対するご理解とご協力に厚く御礼申し上げます。 

さて、本校では４月７日（金）に新任式・始業式、入学式を行いま

した。新入生７１名を含め児童数は５０１名、教職員転入者１３名を

含め４９名で新年度がスタートしました。この日、山形県内の小・中

学校３１４校のうち小学校３８校、中学校４０校で、県内では最も早 

く入学式が行われ、その一つである本校はテレビ局２社からの取材を受け、ニュース等

で紹介していただきました。校長式辞では１年生に「小学校で初めてのお勉強をしま

す。」と話しかけ、学校教育目標の一つ「えがお」と「あいさつ」の垂れ幕を見せて「読

めますか。」と問いました。すると、１年生は目を輝かせながら大きな声で読み上げまし 

た。そして「“笑顔”と“あいさつ”を大切にして、

楽しい学校生活を送りましょう。」と話すと「はい！」

と、とても元気のよい返事が返ってきました。 

その後、テレビ取材を受けた１年生たちは「水泳や

鉄棒をがんばりたい。」「算数をがんばりたい。」「友達

をいっぱいつくりたい。」などと、物怖じすることな

く、はきはきと答えていました。既に、とってもすて

きな“笑顔”が身に付いていてうれしくなりました。 

また、入学式には６年生の児童会委員長さん１１名が在校生代表として参加し、学校

生活を紹介した寸劇に、１年生は興味津々でした。「困ったことがあったら、６年生のお

兄さん、お姉さんに相談してくださいね。」とリーダーとして頼もしく話しかけました。 

コロナ禍は確実に収束に向かっており、入学式を始め学校生活において、マスクの着

け外しは“個人の判断”に委ねられることになりました。しかし、１年生にとっては人

生の半分、２～４年生にとっても小学校生活の半分は“マスク着用が当たり前”の生活

を送ってきました。「からだ」の面でマスクが必要な人がいることや場面があることは

皆で理解する必要がありますが、「こころ」の面で“素顔”や“笑顔”を見せることに少

なからず抵抗を感じている子供や大人さえもいることも皆で認識する必要があります。 

そしてその場合は、少しずつ取り除いていける

ようサポートしていく必要があると考えます。 

子供たちは、場面に応じて適切に行動する大

人の姿を真似して生活しています。子供自身が

しっかりと“個人の判断”ができるように、学

校はもちろん、家庭や地域の様々な場面で「笑

顔」の「あいさつ」を始め、適切なマスクの着

け外しなどの行動を大人の姿で示してまいり

ましょう。どうぞよろしくお願いします。 
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Ⅰ 学校教育目標と学校・子供・教職員像② 

 
 
 
 
 
 

 
 

◎子供一人一人に育てたい資質・能力 

すべての教育活動を通じて、具体的な

計画と実行、常に改善と変革を図りな

がら、今、そして未来社会を生き抜く

力を子供一人一人に確実に育みます。 

◎目指す子供の姿 

 

 

 

◎学校経営の基本方針 ☛創立１５０周年の節目を効果的に生かした教育の実践 

 

 

 

 
学校は、社会の仕組みを学び、人と人とのつながりを実感する場であり、 

新時代の社会の仕組みをつくり、人と人との新たなつながりをつくる場 

志  自分の夢や希望の実現に向かって「あきらめない」で努力を続ける      （自主） 

感動 自分を取り巻くすべてのひと･もの･ことに「ありがとう」の気持ちを表す  （自立） 

笑顔 自分から進んで「あいさつ」して、他と関わり合い、支え合う社会をつくる （共生）

 

令和５年９月３日（日）楯岡小学校創立１５０周年記念日という大きな節目の日を迎

えます。昨年度中に、地域や保護者等の関係団体の方々で組織された「創立１５０周年

記念事業実行委員会」が立ち上がっています。事業の詳細は、改めてお知らせしますが、

学校では諸行事などの教育活動に“創立１５０周年記念”の冠を付け、子供たちととも

に節目をお祝いしながら、新時代に向けた学校づくりを推し進めてまいります。 

平成３０年度制定・令和元年度一部改定 

☛
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たてやま委員会 
委員長 

青柳 陽大 

３つの「あ」で地域とつながる楯岡小をつく
るために「３つの『あ』プロジェクト」や「た
てやま名人ミッション」などを行います。 

生活委員会 
委員長 

鈴木 あみ 

安心・安全に学校生活を送るために、「廊下を
歩こう安全週間」などの企画を実施したり、
新企画にも挑戦したりしていきます。 

環境美化委員会 
委員長 

石川 心海 

学校とみんなの心をきれいにするために、ご
み捨てや「ごみを拾おうプロジェクト」など
の新企画を考えていきます。 

委員長 
金谷 望花 

一人でも多くの人にボランティアの心を育て
るために、赤い羽根募金やアルミ缶回収に力
を入れていきます。 

体育委員会 
委員長 

大山 咲希 

全校生に運動を好きになってもらうために、
「長縄大会」や「おにごっこ大会」などの企
画を考えていきます。 

給食委員会 
委員長 

酒井 陽彩 

食や命の大切さへの意識を高めるために調
理師さんへの「感謝の手紙」や「好きな給食
アンケート」などの企画を行います。 

保健委員会 
委員長 

村田 美月 

全校生が健康で楽しく過ごせる楯岡小にす
るために、今まで行ってきた換気の放送やシ
ャボネット補充を積極的に行っていきます。 

集会委員会 
委員長 

板垣 光祐 

楽しい時は楽しく、集中する時は集中できる
楯岡小にするために、集会の放送をしたり、
全体に声をかけたりしていきます。 

図書委員会 
委員長 

柴﨑  達 

全校生に本に親しんでもらうために、今まで
行ってきた「はやま号」の放送や新しい企画
などを行うことをがんばります。 

放送委員会 
委員長 

松山 千倖 

全校生に時間を守ってメリハリのある楽し
い生活を送ってもらうために、５分前の放送
や声がけを徹底していきます。 

広報委員会 
委員長 

山口 壮太 

創立１５０周年にちなんだ新企画を取り入れ、
みんなが自分の身の周りの様子をよく知りなが
ら生活できる楯岡小をつくります。 

 

４月１３日（木）朝会の時間
に行いました。任命証を手にし
た委員長さん一人一人から力
強い決意表明がありました。 
国や県、市や各地域等におい

て、私たちは社会の中にリーダ
ーを中心とした組織をつくっ
て生活しています。 
学校は子供たちにとって「社

会の仕組み」を学ぶ場です。学
校生活を“自分で・自分たちで
「考えて・決めて・行動する」”
ことを大事にしていきます。未
来を拓き、たくましく生き抜く
ための大切な力を育みます。 

児童委員会 
委員長任命式 

※敬称略 

日 曜 給食 関　係　行　事

日 曜 給食 関　係　行　事

1 月 ○
内科検診［１年］

2 火 ○
１年生を迎える会
家庭訪問（予備日）

3 水 －
憲法記念日

4 木 －
みどりの日

5 金 －
こどもの日

6 土 －

7 日 －

8 月 ○ PTA総務委員会①

9 火 ○
北村山地区教育研究会［職員研修日］

10 水 ○
尿検査　クラブ②

11 木 ○
児童代表委員会
幼稚園・保育園・小学校連携会議①

12 金 ○
避難訓練②（火災想定）
運動会三者打合せ

13 土 － あおぞら学年行事

14 日 －
北村山陸上競技選手権大会［５・６年希望選手参加］
※兼 県小学生陸上競技大会100M走選考会

15 月 ○
職員会議④

16 火 ○
市陸上競技大会壮行式
学童・小学校連携会議①

17 水 ○
フッ素洗口①　児童委員会②
学校集金振替日

18 木 弁
市陸上競技大会［５・６年］

19 金 弁
市陸上競技大会（予備日）

20 土 －

21 日 －

22 月 ○
創立150周年記念大運動会開始･結団式
楯岡中学校区小学校・中学校連絡協議会

23 火 ○
眼科検診［全校児童］
大運動会100M走［5年］

24 水 ○
朝会　耳鼻科検診［１・５年］
大運動会100M走［4年］

25 木 ○
水曜日課 歯科検診［１・２年］　フッ素洗口②
児童委員会③

26 金 ○
心電図検査［１年］ 職員校内研修日
大運動会100M走［3年］

27 土 －

28 日 －

29 月 ○ 大運動会100M走［2年］

30 火 ○
自動車文庫①

31 水 ○
フッ素洗口③　児童委員会④
大運動会100M走［1年］


